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哨戒艦
本事業は、我が国周辺海域における警戒監視態勢を強化するため、哨戒艦６隻を新たに取得するものである。

インプット
（資源）

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０

整
備
内
容

建造（４隻）

建造（２隻）

【予算】

令和５年度要求
哨戒艦

Ｒ５概算要求額

０．５億円
（歳出ベース）

３４４．８億円
（全体金額ベース）

【建造等】

アクティビティ
（活動）

アウトプット
（活動目標）

アウトカム（成果目標）

初期アウトカム 中・長期アウトカム

インパクト
（社会的な目標）

総合評価

本事業により、広域な我が国周辺海域における警戒監視態勢の強化が可能
となる。警戒監視アセットとしての水上艦の拡充は、警戒監視態勢の強化に
寄与するものであり、海上交通の安全の確保に資することから、国民の生命
と財産を守るという社会的ニーズを的確に反映した必要な事業である。また、
政策体系上の位置付けとも一致し、かつ、必要性・効率性・有効性の観点か
らも妥当と評価できることから、令和５年度からの着手が適当であると判断
する。

現状・課題

対象国海上戦力の量的、質的向上が顕著であり、我が国周辺海域における活動の活発化及びエリアの拡大に伴い、
我が国の警戒監視の所要が増大している。これらの増大する平素の警戒監視の所要等に対応するため、護衛艦に代
わって対応するアセットが必要である。

現状では、警戒監視は、護衛艦、ミサイル艇、掃海艇等の各艦艇で対応しているが、新たに警戒監視に対応する艦艇
として、十分な隻数が確保可能な抑制された船価である哨戒艦を整備する必要がある。

【取 得】
【警戒監視態勢強化】

【海空領域を含む領域
横断作戦能力の強化】

【政策目標】

【施策目標】

我が国自身の防衛
体制の強化（領域横断
作戦に必要な能力の
強化における優先事
項）

従来の領域におけ
る能力の強化（海空
領域における能力の
強化）

主として警戒監視等
の任務に効果的に対
応することにより、周
辺海域を防衛し、海上
交通の安全を確保す
ることが可能

哨戒艦の取得

警戒監視態勢強化

・哨戒艦の導入により、
警戒監視態勢を強化

徹底した省人化

・作業及び操作の安全
性を確保しつつ、自動
運航技術を導入するこ
とにより、省人力化を
追求

・民生品の積極活用に
より、建造費及びＬＣＣ
の低減

・令和５年度及び８年度に
要求することで、哨戒艦６
隻分の警戒監視アセットを
増勢し、警戒監視態勢を強
化

【無人機の運用能力強化】

建造費の抑制とＬＣＣ
低減

・艦載用小型無人機等を搭
載、運用し、無人機の運用
態勢の構築に寄与するとと
もに、警戒監視・情報収集
能力を強化

我が国周辺海域における
警戒監視態勢を強化する
とともに、無人機運用能力
を強化することにより、周
辺海域の常続的な警戒監
視態勢の強化が可能であ
り、領域横断作戦能力の
強化に寄与

（イメージ）


